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情報処理セ ンター新 システムの概要

情報処理センター 湊

本年4月 に導 入 した新 コ ンピュー タ シス テム は、 これ までの シス テム と比較 す る と大 き

く変 わった。 その1つ は、情 報処理 セ ンターの 中核 とな る コン ピュー タの廃止 で あ る。 こ

れ まで の シス テムで は、情報処 理 セ ンターの 中核 と して汎用 コ ンピュー タや スーパ ー ミニ

コンが設置 され、 これ らは高速 大容 量 の計 算 や多 人数 の同時利 用 の教 育 に利用 されてい た。

新 シス テムで は、 ワ,__._クス テー シ ョンで これ らの高 速大容 量 の計 算 や多 人数教育 を行 な う

ことに した。 ク ライア ン ト機 の変化 と して は、全学 生 にユ ーザ ーIDを 配布 した。 また、

GUI形 式 の授 業 を効 果 的 に行 うため に、実 習 室 にセ ン ター ・モ ニ ター リ ング ・シス テ ム

を導 入 した り、 プ ロ ジェ ク タ を設 置 した。 さ ら に、 共 同利 用 と して、 デー タ変換 用 の

WindowsとMacintoshの クライア ン ト機 を導 入 した。

§1.新 システムの概 要

新 シス テムで はスーパ ー ミニ コ ンを廃 止 したが 、新規 に導 入 した ワー クステ ー シ ョンの

計 算 兼 フ ァイ ルサ ー バ ー と して の処 理 能 力 は総 合 的 に 旧 シス テ ム を上 回 る っ て い る。

Windows系 のサ ーバ ーは、全 学生 にユ ーザ ー-IDを 配布 す るため 、100GB以 上 の磁気 デ ィ

ス クを有 す る もの と した。 共 同利 用 の クライ ア ン ト機 は、異機 種 間の デー ター変換 だ けで

な く、 マルチ メデ ィアデ ー タに対 応す る ため、画像 デー タ、音 声 デ ー タ、3次 元 デー タ、

動 画 デー タ画 、DTPデ ー タの変換 が可 能 な もの と した。

図1に 新 システ ムの配置 の概 要 を示 した。 第1シ ス テム室 にはサ ーバ ー類 を設置 し、第

2シ ステム室 には共 同利 用 クライア ン ト機 を設置 した。 共 同利 用室 には これ まで通 り、 グ

ラフ ィックワー クス テー シ ョンを設 置 した。 また、第4実 習室 は小 人数 の授 業 が で きる よ

うに した。 これ らの コ ンピュー タは、すべ て100MBit/sのTCP/IPで 接続 され てお り、何

処 か らで も全 てのサ ーバ ー を利 用 で きる様 に した。 また、全 ての実 習室 の クラ イア ン ト機

は、外 部 の イ ンター ネ ッ トと接 続 され てい るため 、 クラ イア ン ト機 には ウィルスチ ェ ック

プロ グラム をイ ンス トール した。

§2.サ ーバ ー類

サ ー バ ー は 、3種 類 の もの か ら構 成 され て い る。1つ は 、 これ ま で の 高 速 大 容 量 の計 算

サ ー バ ー を利 用 した 多 人 数 同 時 教 育 を行 な う た め の 計 算 兼 フ ァ イ ル サ ー バ ー で あ るcalc1

お よびcalc2で あ る 。2つ 目 は 、 イ ン トラ ネ ッ ト用 の サ ーバ ー 、srvO,srv1お よ びsrv2

で あ る。 第3の も の は 、Windows系 の ユ ー ザ ー一管 理 と フ ァ イ ル サ ー バ ー一の 役 目 を す る
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図1.新 システムの配置 の概 要
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ntsrvOお よびntsrv1で あ る。

計 算サ ーバ ー兼 フ ァイルサ ーバ ーは、主 記憶 容 量4GB、 磁 気 デ ィス ク108GBで 、4cpu

を搭 載 した並 列 処理 が可 能 な ワー クステ シ ョン2台 で構 成 され てい る。OSはUNIXで あ

る。 旧計算サ ーバ ーは スーパ ー ミニ コ ンであ ったが 、今 回導 入 した ワー クステ シ ョン2台

は、 これ までの処理 能力 を大幅 に上 回 る もの であ る。 フ ァイルサ ーバ ー と しては、samba

を稼働 させ る こ とに よ りWindows系 ク ラ イア ン ト機 の磁気 デ ィス クの役 目を果 た して い

る。 また、 このサ ーバ ーは後で述 べ る イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ーバ ーが故 障 した と きのバ ック

ア ップ機 の役 目 も果 た してい る。

calc1は 計 算 兼 フ ァイルサ ー バ ー2台 のNISお よびNFSサ ーバ.._._になっ てお り、一一般

ユ ーザ ー はcalc1お よびcalc2を 自由 に利 用 で きる。授 業用 学生 に関 して は、 どち らか1

方 の コ ンピュー ターのみ しか利用 で きない。 これ は、授 業時一 方 の コ ンピュー ターに利 用

者 が集 中 しない よ うに したためで あ る。 図2に 計算 兼 フ ァイルサ ーバ ーの磁 気 デ ィス クの

構 成 を示 した。 シス テム領域 お よびユ ーザ ー領 域 に関 して は、 フ ァイルの安 全性 を考 えて

RAID5の 構i成 に した。 作業 用 デ ィレ ク トリに関 して は、安全 性 よ りもデ ィス クへ の ア ク

セス速度 を向上 させ るため、RAIDO(ス トライ ピング)構 成 に した。
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図2.計 算 兼 フ ァイルサ ーバ ーの磁気 デ ィス ク構 成
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イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ー バ ー は 、 主 記 憶 容 量256KB、 磁 気 デ ィス ク容 量18GBを 有 す る

3台 の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ンで 構 成 さ れ て い る。OSはUNIXで あ る。 こ の サ ー バ ー は 、 イ

ン タ ー ネ ッ ト教 育 用 に設 計 され て お り、 メ ー ル サ0バ ー とWebサ ー バ ー が 常 に稼 働 して

い る。 利 用 者 の便 宜 を は か る た めsambaの 稼 働 も可 能 で あ る。

イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ー バ ー一も、 計 算 兼 フ ァ イ ル サ ー バ ー と同 様 一 般 ユ ー ザ ー は 、srvO,

srv1,srv2を 自 由 に 利 用 で き るが 、 授 業 用 学 生 に関 して は 、srvlま た はsrv2の どち ら

か0方 しか 利 用 で きな い よ う に な っ て い る。 図3イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ーバ ー の 磁 気 デ ィス

クの 構成 を示 した 。
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freesoft

NIS,NFSServer

part■t二 ■on

/:5GB

/staff:4GB

/mnt:4GB

/scratch:SGB

srvl

/:SGB,system,swap,

freesoft

parし=Lし=Lon

/5GB

/home4GB

/scrat二chgGB

図3.イ ン トラ ネ ッ ト用 サ ー バ ー の 磁 気 デ ィス ク構 成
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Windows系 の ユ ー ザ ー 管 理 と フ ァ イル サ ー バ ー の 役 目 を す る ドメ イ ンサ ー バ ー は 、 主

記 憶 容 量1GB、 磁 気 デ ィ ス ク容 量216GBの フoラ イマ リ ・ドメ イ ン ・コ ン トロ ー ラで あ る

ntsrvOと 主 記 憶 容 量256MB、 磁 気 デ ィス ク容 量18GBの バ ッ ク ア ップ ・ドメ イ ン ・コ ン

トロー ラ で あ るntsrvlの2台 で 構 成 さ れ て い る。OSは 、Windows2000Serverの 安 定

性 が 分 か ら ない た め 旧 シ ス テ ム と同 じWindowsNT4.OServerに した。ntsrvOは 、 全 利 用

者 の ホ ー ム デ ィ レ ク トリ(個 人 の フ ァ イ ル の 保 存 場 所)を 持 っ て い る。利 用 者 の ホ ー ム デ ィ

レ ク トリはZド ラ イ ブ と し、Yド ラ イ ブ を教 材 保 存 用 の 領 域 と した 。
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§3.共 同 利 用 ク ラ イ ア ン ト機

共 同 利 用 ク ラ イ ア ン ト機 を設 置 した 目 的 は 、 多 くの 電 子 化 され た情 報 の 変 換 を行 うた め

で あ る。 ク ラ イ ア ン ト機 と して は 、Macintosh2台 、Windows機3台 構 成 され て い る 。

リム ー バ ブ ル メ デ ィア と して は 、MO,CD-RW,DVD-ROMお よ びDVD-RAMが 利 用

で き る よ う に な っ て い る 。 画 像 デ ー一タ の 取 り扱 い 用 と して 、AdobePhotoShoP、 お よ び

Adobeliiustratorを イ ンス トー ル して い る 。DTP用 と して 、QuarkXPress,AdobeAcrobat、

お よ びLaTexを イ ン ス トー ル して い る。 また 、 動 画 デ ー タの 取 り扱 い 用 と して 、 ビデ オ

キ ャ ッ プチ ャー ボ ー ドとAdobePremiereを 準 備 して い る。3次 元 デ ー一タの 作 成 と変 換 用

と して 、AliasWavefrontMaya3、 お よ びPolyTransを 準 備 して い る 。 さ ら に 、 音 声 デ ー

タ用 と して 、YAMAHAXGworksを 準 備 して い る 。

ま た 、 マ ル チ メデ ィ ア用 周 辺 機 器 と して 、 カ ラ ー 銀 塩 フ.リ ン タ.___とイ メー ジ ス キ ャナ..__

を設 置 して い る。

§4.グ ラ フ ィ ック ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン

旧 シ ス テ ム で は グ ラ フ ィ ッ ク ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン はUNIX機 で あ っ た が 、 新 シス テ ム で

はWindows2000を 搭 載 した コ ン ピュ ー タ を採 用 した 。 こ の 理 由 は 、 本 学 の 学 生 がWin-

dows系 コ ン ピュ ー タ に慣 れ て い る 点 と操 作 性 お よ びUNIX機 専 用 の ソ フ トウ ェ ア の 多 く

がWindows2000を 上 で 稼働 す る よ う に な っ て き た た め で あ る。

新 グ ラ フ ィ ッ ク ワ..__.クス テ ー シ ョ ン と して は 、 主 記 憶 容 量512MB、 磁 気 デ ィ ス ク容 量

18GBの コ ン ピ ュ ー一タ を5台 設 置 した。 ま た 、3次 元 デ ー タ を扱 うた め 、 グ ラ フ ィ ッ ク ・

ア ケ セ ラ レー タ ・ボ ー ドは 、 ハ ー ドウ ェ ア でOpenGLに 対 応 して い る。

§5.実 習室

実習 室 には、Windows2000を 搭 載 したパ ー ソナル コン ピュ ー タを導 入 した。ソ フ トウェ

ァ と しては、 旧 シス テム と同様MSOffice2000を 導 入 し、学生 の コ ン ピュー一タの基 本操

作の教育 がで きる ように したい。 また、 ホームペ ー ジの作成等 画像 デ ー タを取 り扱 うこ と

が 多 くな って きて い るの で、新 し くPaintShopProを 導 入 した。 また、 これ ら全 ての コ

ンピュー タには、 ウ イルスチ ェ ックプ ログ ラム を導 入 した。

第1実 習室 には、70台 の クラ イア ン ト機 を設 置 した。GUIを 用 い たWindows教 育 を有

効 に行 うため 、教 師用 クラ イア ン ト機 と してNote型 パ ソ コ ンを設置 し、 プ ロジ ェ クタに

よ り教 師用 クライア ン ト機 の画面 が表 示で きる ように した。

第2実 習室 には 、 クライア ン ト機 は これ まで の25台 か ら48台 に増 設 した。 これ は学 生 の

利用 を有効 に行 な うためで あ る。 また、 第1実 習 室 と同様 に教 師用Note型 パ ソコ ンとプ

ロジェ ク タを設置 した。 また、 これ らの クラ イア ン ト機 にはSPSS統 計 処理 用 プ ログ ラム
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と開発 ツー ル と してViSualBASICを イ ンス トー ル した。

第3実 習室 は これ まで と大 き く変 わった。 大 きな変更点 は、教 育 用 として、 セ ンター ・

モニ タリン グ ・システム を導 入 した こ とで ある。 この ため 、旧 システ ムでは、 第3実 習 室

には70台 の クライア ン ト機 が設置 されてい たが、新 システ ムで は教 員用(2台)を 含 めて

50台 に なってい る。 これ らの クラ イア ン ト機 に はSPSS統 計処 理 用 プ ロ グラム と開発 ツー

ル と してVisualBASICを イ ンス トー ル した、。セ ン ター ・モニ タ リン グ ・シ ステム では 、

学生用 クラ イア ン ト機2台 に1台 の割 合で デ ィスプ レイを設置 し、教 員用 クライア ン ト機

の画面 が新 しく設置 され たデ ィスプ レイを とお して学生 に見 える よ うに した。 また、 デ ィ

スプ レイは、切 り替 えに よ り教材 用 ビデ オ、DVD等 の映 像 を表示 で きる よ うに した。 さ

らに、教 師卓 には書 画 カ メラ を設置 し種 々の資料 が表 示で きる ように した。

第4実 習室 には、!2台 の ク ライア ン ト機 を設 置す る こ とに よ り小 人数教育 を行 な う こと

が で きる ように した。 これ まで、 第4実 習 室 は有効 に利 用 され てい なか ったが 、今後 は小

人数 で行 なわ れる大学 院教育等 で 有効 に利 用 で きる もの と期 待 して い る。

§6.ま とめ

今回 の新 システ ム導 入にあた って は、学 生教 育 の充 実 を第1の 目的 と した。 この ため、

GUIに よる コ ン ピュー タ操 作 を教 育 す る にあ た って どの よ うな機 器 を導 入す るべ きか を

考 えた。その結 果 、1つ の試 み と して空 間的 に余裕 のあ る第3実 習室 を選 び、 セ ン ター ・

モニ タリ ング ・システ ム導 入す る こ とに した。 学 生用 クラ イア ン ト機 の設 置台数 は70台 か

ら48台 に減少 したが 、教材提 示 は非 常 に行 ないやす くな った。 今後 、種 々の授 業 で第3実

習室 を利用 してい ただ き、 さま ざまな御 意見 をい ただ きたい。

また、今 回全学生 にユ ーザ ーIDを 配布 した。この結 果 、学生 は 自由 に 自分の コン ピュー

タ利用 環境 を変 える こ とが で きる よ うに なった。 その反 面、学 生 は 自分 で 自分 のパ ス ワー

ドを管 理す る義 務 を負 う ようにな った。現 在の情報 化社 会 におい て、 コ ンピュー タを 自分

の使 い易 い ように してい くこ とと自分 のパ スワー ド管理 の必 要性 を学 ぶ ことは、今後社 会

に出て行 く学 生 に とって は、非常 に重要で あ る,J
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